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横断歩道はよく見て渡ろう　　　10月31日　遠賀自動車学校

遠賀中央幼稚園の園児と父兄が、遠賀自動車学校で交通安全教室をうけました。横断歩道の渡り方

等を習った後、人形劇毒見ましたが、この時がみんな一番たのしそう。

＊　今　月　の　説　金　＊

国民健康保険税（3期分）納期限11月30日（月）まで

みなさんの税金で　明る　く　住みよい　町づく　り



第278号　　　　　　　　　　　　　　塵⑰筋の紺（2）

酬　年度別財政規模の推移

2．358．929　　　　2．764．962

2．i92．510　　　　2．591．244

歳入2．367高時∴∴∴2．781．200

虚説2．100．593　　　2．600、847

昭和55年度普通会計収入状況表
（△印はマイナス）

費　　　　　目 �決描出離乳 　　（千円）i ��牒成比 （％） 

1町　　　　　　　　　税 �574．146 �93，846 �18．6 

32，399 �7，609 �1．0 

3娯楽施設利用税交付金 �24，118 �4，247 �0．8 

4自動車取得税交付金 �1 　　27．364 �1・5551 �0．9 

5地　方　交　付　税 �685，265 �77・062i �22．1 

6交通安全対策特別交付金 �1，525 �　　　i A∴∴∴3㈹： � 

7分担金及び負担金 �100，697 �i－‾‾－－ 　15，513， �3．3 

8使用料及び手数料 �14，085　　　　　2，546 ��0．5 

9画　廊　支　出　金 � ��19．1 

10県　　支　　出　　金 �106，062 �△　　1，167－ �3．4 

ll財　　産　　収　　入 �46，163 �23，264 �1．5 

0．5 

175，000 �89，992 �5．7 

14繰　　　　越　　　　金 �173，718 �2，33訂 �5．6 

15諸　　　　収　　　　入 �247．822 �28，80・‖ �8 �0 

16町　　　　　　　　　債 �279，200 �△　50，700 �9 �0 

「㌃‾‾＝「言「言T‾3調826 ��328，864 �100．0 

差　別　な　く　し　て　明　る　い　町　づ　く　り

昭
和
5
5
年
度
の
大
町
の
財
政
郵
相

は
、
脚
和
塊
毎
度
に
引
続
き
、
地
方
財

政
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
な
か
で
、
財
政

支
出
の
抑
制
に
つ
と
め
る
と
共
に
緊
鮒

財
政
へ
の
捲
礎
を
と
り
つ
つ
皆
様
の
協

力
を
得
て
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
昭
和
5
5
年

度
の
決
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
5
5
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
三
十

億
九
千
三
百
八
十
二
万
六
千
円
、
歳
出

総
額
二
十
九
健
一
千
八
百
四
十
万
八
千

円
、
差
引
残
額
一
億
七
千
五
百
四
十
一

万
八
千
円
が
昭
和
5
6
年
度
へ
繰
越
し
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

収

入

の

状

況

濫
通
会
計
の
蔵
人
総
額
は
、
三
十
億

九
千
三
百
八
十
二
万
六
千
円
で
前
年
度

よ
り
三
傲
二
千
八
百
八
十
六
万
四
千
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

載
人
の
内
訳
は
、
別
表
の
と
お
り
で

地
方
交
付
税
　
（
全
体
の
2
2
パ
ー
セ
ン

ト
）
が
蝦
も
多
く
、
次
に
国
庫
支
出
金

（
1
9
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
町
税
（
1
8

・
6
パ
ー
セ
ン
ト
）
　
の
噸
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
滅
入
の
な
か
で
的
年
度
よ
り
減
少
し

て
い
る
費
目
は
、
螺
支
出
金
、
寄
付

金
、
町
儀
で
建
設
事
業
等
の
減
に
よ
る

も
の
で
あ
h
ノ
ま
す
。

ま
た
、
町
税
の
増
は
、
固
定
資
産

税
、
町
民
税
の
伸
び
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
地
方
交
付
税
は
、
単
位
費
用
の
改

定
に
よ
る
増
で
あ
り
ま
す
。

支
出
　
の
状
況

頴
田
総
額
二
十
九
穣
一
千
八
百
四
十

万
八
千
円
で
前
年
度
よ
り
三
億
二
千
七

百
十
六
万
四
千
円
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
性
質
別
内
訳
は
、
別
表
の
と
お
り

で
あ
り
、
消
費
的
経
費
が
4
1
・
1
パ
ー

セ
ン
ト
、
投
資
的
経
費
が
4
0
・
8
パ
ー

セ
ン
ト
、
そ
の
他
の
経
費
が
1
8
・
1
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

主
な
建
設
部
薬
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
が
、
開
門
小
学
校
々
舎
増
改
築
工

押
、
頚
木
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
築
工

小
、
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
新
築

工
輩
、
遠
賀
中
学
校
建
具
復
旧
工
部
の
　
の
醜
価
が
主
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。

他
、
河
川
、
橋
梁
、
通
路
改
良
舗
装
等



（3）℡⑱筋め紺　　　　　　　　　　　　　　第278号

昭和弱年度普通会計性質別内訳

常　　　　　　　　　　　　　　　駅 �り 砂 町税 574．146 （18・6％〉商 人誰収入 

穀 ：∴＼∴∴∴！∵∴「 

縛。3鎧　財 （9i8％）　　　歳 

扶認　源欝3“0懇親 
229．624ヽ （7．9％）　② 　　‘金　町償 �∴∴ 60．609 （2．0％） 200．188 （6．5％） 

279．200 14．219 （0．5％） 

鍛出金 91117．700 ）（0．6％） 32・930　　　　濫簿 

性質別支出状況表

区　分再議　鶉

物　　性　　讃i∴∴躯6，843　　98

維持補修費　　14，219　　0．5

扶　　助　　費　　229，624，　7．9

補　助　費　等　　212，512　　7．3

公　債　費1　442，5911152

積　立　金∴∴∴鈎，911112

叢話錯乱霊　32，93011．1
－－　　　　　　1＿　－

線∴∴田∴∴金　　17，7001　0．6

普通建設疎薬費il・067・853136・6

災離旧職質」」聖上」・3

失業対策車棄却114・22513・9

〒市

一般会計住民負担の槻

ト一世帯当り1
580，9柳田

昭和55年度普通会計支出状況表

費　　　目 �l決算額 �粥諷 �ー雑成賞 
（千円） �（千円） �i（％） 

1謎　会　費 �61，575 �6，581 �2．1 

2総　務　艶 �339，535 �△144，945 �11．6 

3度∴生∴費 �1322．827 �13，162 �11．1 

4衛　生　費 �115，582 �　　i △　415 �3．9 

5労　働　費 �114，225 �15，510 �3．9 

6農林水産業費 �139．413 �5．190 �4．8 

7商　工　費 �12，724 �△　　　3 �0．4 

8土　木　費 �417，006 �135．007 �14．3 

9消　防　費 �75，661 �△　1，679 �2．6 

10教　育　費 �）∴齢9．166 �64．201 �29．8 

11災害復旧費 �7．720 �△　　　22 �0．3 

12公∴億∴費 � ��15．2 

13諸　支　出　金 ��� 

14予　備∴賀 ���1－ ） 

遠　出　合計 �2，918，408 �327，164 �‖00・0 

犯　罪　の　な　い　明　る　い　町　づ　く　り

㍉
一
一
一
宮



第278号　　　　　　　　　　　　　　　㊨⑧西の彿（4）

国民健康保険事業特別会計

l剛口55年度の国民健康保険特別会計は、歳入総額四隠五千四

百六‾i三万五千円、歳出総額四憶八百四万四千円で、i砕E度と

比較して歳入で　21パーセント、歳油で　23パーセントが僧加

しています。

歳入の榔成比では、国庫支出金　60パーセント、国保税　26

パーセント、繰越金10パーセントが主となり、歳出では保険

給付費　96パーセント、総務費　38パーセント、その他　0．2

パーセントとなっています

55（年lu

454．635

408．044

昭和55年度実施の主要建設事業

（単位　千日）

事　　　　業　　　　名

浅木小学校尾的運動場新築コ．両

島田中幸枝々舎蝉‖改築工事

遠賀中箸佼建具復i日工∴雄

遠賀勤労者体育センター新築二「下車

役場汚水浄化拙攻良工事

部∴靴∴橋　架　替　工　事

述角持家線道路改良舗装工事

小谷1、、山の神線道路改良舗装工山

木守、老良線道路舗装工了事

狭聞、美原線通路改良舗装工事

剛体蛍かんがい排水草葉工事

買丹花閻線通路舗装‾l　事

広渡道管線道路舗装i　事

林地）筋目壊　防　圧　事　業　工　事

木守、別府下水排水路改良工事

丸の内米国紙道路舗装工事

国保会計の税負担と給付の状況

被保険者1人当り　　被保険者1世話当

毎　月　第　三　日　曜　日　は「家　庭　の　目」

7
1
的
．
3
．
4

－〆0　－

g
弧

5001
4
．
8

9
年
6

樹聞
入
持
越
鍍

震
糞
共
済
事
業

特

別

会

計

座
業
共
済
郭
薬
に
つ
い
て
は
、
農

作
物
共
済
勘
定
に
お
い
て
、
水
稲
病

害
虫
の
部
故
除
外
の
指
定
（
病
害
虫

の
被
害
に
よ
る
減
収
分
は
適
用
し
な

い
）
を
岬
和
四
十
五
年
か
ら
受
け
て

い
ま
す
の
で
、
特
に
病
害
虫
耶
故
の

防
止
に
つ
い
て
は
、
遜
点
的
に
事
業

の
実
施
を
は
か
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
、
共
済
諦
薬
の
制
度
改
正
の
主

旨
徹
底
や
醇
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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第278号（5）塵⑬鍔勉彿

20歳になったら国民年金に加入しまし　ょ　う

年
金
を
か
け
る
暮
ら
し
に
明
日
が
あ
る

Ⅱ
月
は
、

国
民
年
金
制

度
推
進
月
間

で
す
。
も
う

一
度
あ
な
た

の
国
民
年
金

を
考
え
て
み

ま
し
よ
う
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
も
長
く
な
り
、

人
生
0
0
年
も
も
う
目
の
前
、
長
く
な
る

老
後
に
年
金
の
必
要
性
は
、
ま
す
ま
す

窟
ま
っ
て
い
ま
す
。

基
本
に
な
る
公
的
年
金

老
後
の
生
活
を
守
る
基
本
に
、
社
会

保
障
制
度
と
し
て
の
公
的
年
金
が
あ
り

ま
す
。
い
ま
の
日
本
は
、
だ
れ
も
が
何

か
の
公
的
年
金
に
加
入
す
る
皆
年
金
の

時
代
で
す
。
公
的
年
金
は
、
国
が
賀
任

を
も
っ
て
行
う
社
会
保
陣
制
度
で
す
か

ら
、
国
も
将
来
に
わ
た
っ
て
の
充
実
発

展
に
カ
を
注
い
で
い
ま
す
。
高
齢
化
社

会
を
迎
え
こ
う
し
た
公
的
年
金
を
基
髄

に
お
き
、
し
っ
か
り
し
た
老
後
の
生
活

設
計
を
た
て
る
こ
と
が
、
現
代
に
生
き

る
私
た
ち
に
要
求
さ
れ
る
生
活
態
度
で

し
ょ
う
。ま

す
ま
す
頼
り
に

な
る
年
金
へ

今
年
で
拠
出
制
国
民
年
金
が
発
足
し

て
2
0
年
に
な
り
、
も
う
間
も
な
く
国
民

年
金
本
来
の
老
齢
年
金
（
2
5
年
納
付
）

の
受
給
資
格
を
潤
す
人
も
で
て
来
ま
す

そ
う
な
る
と
い
よ
い
よ
年
金
額
も
高
く

な
り
本
格
的
な
年
金
時
代
が
到
来
し
ま

す
。
た
と
え
ば
、
こ
の
2
5
年
納
付
の
場

合
の
年
金
額
は
（
本
来
の
年
金
と
し
て

は
最
低
の
も
の
で
す
が
）
夫
婦
と
も
付

加
年
金
加
入
で
、
二
人
分
合
わ
せ
て
、

年
額
百
二
十
万
六
千
六
百
円
（
月
十
万

五
百
五
十
円
）
に
も
な
り
、
ま
す
ま
す

頼
り
に
な
る
年
金
に
な
り
ま
す
。

大
丈
夫
で
す
か

あ
な
た
の
老
後

こ
う
し
た
皆
年
金
時
代
に
、
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
り
、
保
険
料
を
納
め
な

か
っ
た
り
し
て
、
将
来
の
年
金
を
失
う

こ
と
は
大
き
な
韻
矢
で
す
。

い
ま
、
高
い
保
険
料
を
納
め
ろ
の
は

大
変
だ
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

保
険
料
は
、
将
来
大
き
く
な
っ
て
か
え

る
あ
な
た
名
儀
の
強
制
貯
金
で
も
あ
り

ま
す
。
ね
の
国
庫
負
担
、
イ
ン
フ
レ
に

も
強
い
物
価
ス
ラ
イ
ド
、
そ
れ
に
5
年

こ
と
の
年
金
額
の
再
計
算
も
あ
り
、
貯

金
と
考
え
で
も
こ
れ
ほ
ど
有
利
な
も
の

も
あ
り
ま
せ
ん
。

年
金
の
将
来
は
大
丈
夫

年
寄
り
が
増
え
て
、
年
金
の
将
来
は

大
丈
夫
か
と
の
声
も
田
圃
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
公
的
年
金
は
、
国
が
寅
任

を
も
っ
て
運
営
す
る
社
会
保
陣
で
す
か

ら
年
金
財
政
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
し

た
将
来
見
通
し
を
だ
て
、
制
度
が
健
全

に
遜
営
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
き
に
厚
生
省
で
は
、
隅
和
剛
年
ま

で
の
国
民
年
金
財
政
の
収
支
再
計
算
を

発
表
し
ま
し
た
が
、
給
付
費
の
増
大
と

と
も
に
国
庫
負
担
も
増
顕
し
、
さ
ら
に

加
入
者
の
皆
さ
ん
に
も
将
来
か
え
っ
て

来
ろ
給
付
費
に
見
合
う
適
正
負
担
も
願

う
こ
と
に
よ
っ
て
年
金
財
政
は
健
全
に

推
移
す
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

年
金
な
ん
で
も
相
戦
所
を
開
き
ま
す

「
自
分
の
年
金
は
い
く
ら
に
な
る

か
」
　
「
将
来
年
金
が
も
ら
え
ろ
資
格
が

あ
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
、
通
常
年
金
等
に
つ
い
て
の
い

ろ
い
ろ
の
ご
相
談
に
お
こ
た
え
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
「
年
金
な
ん
で
も
相

談
所
」
を
開
き
ま
す
。
年
金
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
お
た
ず
ね
に
な

り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の

総
会
を
お
気
経
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
昭
和
粥
年
日
月
％
日
（
木
）

1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
中
禽
井
筒
屋
　
3
階

▽
相
談
員
　
繍
岡
県
国
民
年
金
練
、
福

岡
県
保
険
課
、
各
社
会
保
険
帝
蕗
所
及

び
厚
生
年
金
基
金
連
合
会
の
専
門
職
貝

柱
日
外
国
人
に
も
国
民
年
金
の
遭

い
ま
ま
で
の
国
民
年
金
の
加
入
対
象

は
、
日
本
国
内
に
住
む
日
本
国
民
だ
け

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
度
我
国
も
国
連
の
難

民
条
約
に
批
准
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

に
伴
い
、
難
民
に
限
ら
ず
広
く
一
般
の

在
日
外
国
人
に
も
国
民
年
金
加
入
の
道

を
閃
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
国
内
に
住
む
外

国
人
の
う
ち
2
0
歳
以
上
0
0
餞
未
満
の
人

で
他
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

な
け
れ
ば
、
国
民
年
金
の
加
入
者
に
な

り
、
保
険
料
を
納
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

金
の
要
件
を
沸
せ
ば
、
年
金
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
老
齢
年
金
受
給
の
た
め
の
お
年

の
資
格
期
間
の
短
縞
な
ど
の
特
例
措
誼

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
3
5
歳
以
上
の
人

で
、
0
0
歳
ま
で
の
間
に
老
齢
年
金
や
通

錦
老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
る
見
込
み
が

な
い
人
は
、
任
超
脱
退
か
で
き
ろ
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
は

色
々
な
準
備
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
昭

和
5
7
年
1
月
1
日
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す。

飲
食
を
し
た
時

宴
会
を
し
た
時

公
給
領
収
証
を

受
け
と
り
ま
し
ょ
う

料
理
店
、
パ
ー
、
旅
館
な
ど
で
飲
食

を
し
た
り
、
宴
会
な
ど
を
さ
れ
ま
す
と

そ
の
料
金
に
対
し
、
一
割
の
料
理
飲
食

等
消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
す
し
屋
、
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の

飲
食
店
で
の
飲
食
は
一
人
一
回
一
一
千
円

旅
館
で
の
一
泊
二
食
は
四
千
円
、
仕
出

し
屋
等
（
料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
等

を
含
む
）
か
ら
仕
出
し
を
受
け
た
と
き

は
一
人
前
二
千
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
超
え

る
と
き
、
同
じ
よ
う
に
一
割
の
説
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

店
で
は
、
飲
食
等
の
料
金
と
一
緒
に

税
相
当
額
を
預
り
、
お
客
さ
ん
に
は
納

税
を
し
た
証
拠
と
し
て
公
給
領
収
証
を

渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
正
し

く
納
入
さ
れ
る
た
め
に
も
必
ず
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
飲
食
料
金
が
免
読
点
以
下
の

場
合
は
、
公
給
領
収
証
は
お
渡
し
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
特
に
必
要
な
場
合
は
請

求
さ
れ
れ
ば
お
波
し
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
次
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。若
松
財
務
疎
務
新
聞
税
課

館
諸
（
7
6
1
）
4
0
2
6
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誓鵠婁
〃

展
し　作、社

花　小柴平　　ま　品　連日奉
松　野　出　国　　し　7　賀上納

和　郎　和言瑞
之　千　徳　絵

印盤登録証（印藍手帳）は重要な書類です。紛失しないよう注意しましょう

子
供
と
親
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
開
催

青
少
年
に
よ
い
撰
境
を
つ
く
る
懇
談
会

背
少
年
の
非
行
問
題
が
現
在
社
会
問

題
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
遠

賀
町
に
お
い
て
は
背
少
年
の
健
全
育
成

及
び
、
非
行
防
止
に
つ
い
て
、
町
民
ぐ

る
み
で
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
環

壊
浄
化
推
進
を
図
る
た
め
、
福
岡
県
・

遠
賀
町
・
福
岡
県
背
少
年
育
成
県
民
会

議
の
共
膿
で
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時
・
場
所

脂
和
5
6
年
日
月
2
7
日
（
金
）
、
1
0
時

～
1
6
時

中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

○
諦
演「心
を
育
て
る
L
 
I
教
育
心
理
セ

ン
タ
ー
所
長
　
太
田
　
毅

○
映
画「親
は
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
L

O
郵
例
発
表
　
○
愁
談
会

オ

リ

エ

ン
テ
ー
リ

ン
グ
と
は

地
図
と
磁

石
を
使
っ

て
山
野
に

設
け
ら
れ

第
6
回
遠
賀
町
文
化
祭
開
催

た
い
く
つ
か
の
地
点
を
発
見
通
過
し
、

で
き
る
だ
け
矩
い
時
間
で
ゴ
ー
ル
す
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ル
ー
ル
が
簡
単
で
地

図
の
見
方
と
磁
石
の
使
い
方
（
当
日
説

明
し
ま
す
。
）
が
わ
か
れ
ば
老
若
男
女

だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
む
謡
が
で
き
ま

す
。
家
族
連
れ
の
場
合
、
親
と
子
が
同

じ
問
題
に
取
り
組
む
郭
で
日
頃
の
対
話

不
足
の
解
消
に
も
な
る
と
誌
ば
れ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
親
子
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
主
　
他
　
町
教
育
委
員
会
・
遠
質
町

体
力
づ
く
り
推
進
委
員
会
・
選
録
町

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

▽
朔
　
日
　
昭
和
5
6
年
日
月
約
日
（
日
）

▽
対
象
者
　
小
学
校
3
年
生
以
上
の
子

供
と
親
の
チ
ー
ム

▽
受
付
時
間
・
場
所
（
集
合
場
所
）

1
2
時
5
0
分
～
1
2
時
5
5
分

町
立
第
2
武
道
場
（
渋
木
小
学
校
敷

地内）

▽
持
っ
て
く
る
物

ボ
ー
ル
ペ
ン
　
（
赤
、
照
各
1
本
）

▽
参
加
申
込
先
・
申
込
期
限

町
教
育
委
国
会
社
会
教
育
課

鴫
謡
（
3
）
1
3
5
5

n
月
2
5
日
（
水
）
1
7
時
ま
で
に
申
込

む担。
※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

自
然
に
親
し
み
自
然
を
愛
そ
う

大
衆
登
山
へ
の
お
誘
い

▽
主
　
僻
　
遠
賀
山
坂
会

∇
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
1
1
月
1
5
日
（
日
）

集
合
時
間
　
年
前
7
時

集
合
場
所
　
遠
賀
川
駅

▽
目
的
地
　
福
岡
県
、
佐
賀
県
魂
に
あ

る
十
防
山
（
標
高
5
3
5

m）

▽
費
用
（
国
鉄
運
賃
）

大
人
二
千
百
二
十
円

子
根
千
六
十
円

▽
聞
合
せ
先
　
加
藤
猫
舌

確
証
（
3
）
3
6
5
9

第
6
回
遠
賀
町
文
化
祭
を
次
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
方

多
数
の
御
舘
野
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
展
示
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年

ま
で
は
公
民
館
を
中
心
と
し
た
作
品
展

示
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
よ
り

広
く
一
般
か
ら
募
集
壁
ホ
い
た
し
ま
す

の
で
展
示
箱
型
者
は
日
月
2
0
日
（
金
）

ま
で
に
作
品
の
恕
類
と
敷
地
を
申
込
啓

（
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
の

上
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
申
込
み

下
さ
い
。
搬
入
・
搬
出
に
つ
い
て
は
出

品
者
で
お
願
い
し
ま
す
。
又
搬
入
に
つ

き
ま
し
て
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

▽
主
催
　
町
教
育
委
員
会

▽
期
日
　
昭
和
5
6
年
Ⅱ
月
鮪
日
（
土
）

～
約
日
（
日
）
9
時
～
1
6
時

▽
会
場
　
中
央
公
民
館

∇内容
◎
展
示
会

公
民
館
関
係

。
和
裁
。
洋
裁
　
o
生
花

o
農
耕
民
俗
資
料

一
般
関
係

。
絵
画
。
写
英
。
暫
道

。
陶
芸
。
手
芸
　
。
短
歌

。
俳
句
。
そ
の
他

◎
芸
能
大
会
（
約
日
の
み
）

後
銅
　
賞

入
　
選

〃

椀機長賞の平田瑞絵さんの作品です。

升
L
U
h
H
J鰯

一
年
　
加
藤
　
千
鶴

一
年
　
大
井
　
綾
子

一
年
∴
醸
聞
役
優
子

県
庁
舎
が
移
転
し
ま
す

日
月
5
日
か
ら
1
5
日
に
か
け
て
県
庁

の
各
課
は
、
新
県
庁
舎
へ
移
転
中
で
す

引
っ
越
し
た
課
は
、
そ
の
日
か
ら
新
し

い
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の

間
、
混
雑
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
商

店
会
と
も
自
動
車
で
の
出
入
り
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
る
よ
う
お
顕
い
し
ま
す
。

新
県
庁
舎

▽
住
　
所
　
〒
掴
福
岡
市
博
多
区
東
公

開
7
番
7
号

▽
概
　
話
　
0
9
2
（
6
5
1
）
l
1

1
1
代

▽
パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）

Ⅱ
月
1
4
日
ま
で
は
現
庁
舎

1
6
日
か
ら
新
庁
舎
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婦人会不要品交換
会行われる

10月17日、中央公民館で家

庭内に眠っていてまだまだ使

える物を集めた不要品交換会

が行われました。わずか2時

間あまりでほとんど売り切れ

ろという盛況ぶりでした。

健康づ　く　り　に　　こ　ぽんを　　食べま　しょ　う

公
民
館
対
抗
少
年
相
撲
大
会
の
結
果

教
育
委
員
会
主
催
、
町
相
撲
連
盟
主
管
で
m
月
1
8
日
（
日
）
木
守
井
手
神

社
相
談
場
に
お
い
て
小
、
中
学
生
に
よ
る
団
体
戦
及
び
個
人
戦
を
行
い
ま
し

た
。
小
学
生
2
1
チ
ー
ム
、
中
学
生
5
チ
ー
ム
に
よ
り
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま

し
た
が
、
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
戦
（
小
学
生
）

健
　
勝
　
忠
生
津

準
優
勝
　
浅
　
木

三
　
位
　
木
　
守

団
体
戦
（
中
学
生
）

優
∴
勝
　
浅
　
木

準
優
勝
　
広
　
陵

三
　
位
　
東
和
苑

個
人
験
（
小
学
生
）
優
勝
者
の
み

一
年
　
佐
潟
健
吾
　
尾
崎

二
年
　
安
部
裕
樹
　
木
守

三
年
　
安
部
健
一
中
央
区

四
年
　
松
本
主
税
　
広
漠

五
年
　
津
幡
裕
司
　
虫
生
淳

六
年
　
安
永
誠
治
　
虫
生
津

個
人
戦
（
中
学
生
）

一
年
　
石
橋
仁
裕
　
渋
木

二
年
　
地
主
緩
行
　
東
和
苑

三
年
　
苗
場
裕
康
　
広
漉

有
名
な
銘
柄
の
品
質
の
よ
い
米
だ
か
ら
、
お
い
し
い
ご
ほ
ん
が
食
べ
ら

れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
米
は
炊
き
方
に
よ
っ
て
、

お
い
し
く
も
、
ま
ず
く
も
な
る
の
で
す
。
せ
っ
か
く
の
米
の
味
を
落
と
し

て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
と
き
方
か
ら
炊
飯
程
の
〝
再
ス
イ
ッ
チ
・

オ
ン
〟
ま
で
、
お
い
し
い
ご
ほ
ん
を
食
べ
る
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

望
雷
同
の
摘
川
　
か
諾
謹
諾
背
振
諜

割
増
し
、
新
米
は
そ
の
1
割
増
し
、
古

米
は
3
割
増
し
か
だ
い
た
い
の
目
安
で

す
。
こ
れ
を
も
と
に
、
料
理
に
よ
っ
て

調
節
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

お
す
し
や
カ
レ
ー
を
作
る
場
合
は
、

少
し
か
た
め
の
ご
ほ
ん
が
好
ま
れ
る
よ

う
で
す
。

些
再
ス
イ
ッ
チ
・
オ
ン

で
ご
ほ
ん
を
〝
焼
く
〟

と

一

や

お

湯

は

禁

物

ど
よ
く
水
分
を
吸
収
し
、
ふ
っ
く
ら
と

寒
い
冬
の
日
な
ど
水
で
洗
う
の
は
手
　
し
た
ご
ほ
ん
が
炊
け
ま
す
。

が
冷
た
い
か
ら
と
、
ア
ワ
立
て
器
で
の
　
　
朝
な
ど
時
間
が
そ
れ
ほ
ど
な
い
と
き

ん
び
り
洗
っ
た
り
、
お
湯
で
洗
っ
た
り
　
は
前
の
晩
に
米
を
と
い
で
、
サ
ル
に
あ

ご
ほ
ん
を
炊
く
と
一
口
に
言
い
ま
す

が
、
で
き
あ
が
る
ま
で
に
は
、
譲
る
、

蒸
す
、
焼
く
の
三
段
階
あ
り
ま
す
。
こ

の
過
程
を
怒
て
初
め
て
〝
炊
く
〟
に
な

り
ま
す
。
炊
飯
器
の
ス
イ
ッ
チ
は
、
い
れ
て
か

し
て
い
ま
せ
ん
か
9
米
は

水
を
吸
う
の
が
早
く
、
の
　
　
お
い
し
い
ご
ほ
ん
を
炊
く
決
め
手

常
識
諾
溝
と
ぎ
方
か
ら
再
ス
イ
ッ
チ
ま
で

を
米
が
吸
っ
て
し
ま
い
ま

ら
約
約
分
で
切
れ
ま
す
か

こ
の
段
階
で
は
〝
薫
る
〟

が
終
わ
っ
た
だ
け
で
す
。

ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
た
ら
数

分
間
蒸
ら
し
て
ハ
イ
で
き

す
。
ま
た
、
お
湯
を
使
う
の
も
禁
物
で

す
。
お
湯
は
、
水
に
比
べ
て
一
段
と
米

の
〝
吸
水
速
度
〟
を
早
め
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
米
を
洗
う
と
き
は
、
最
初
は
水
を
た

っ
ぷ
り
使
っ
て
手
早
く
洗
い
、
二
度
目

か
ら
は
、
サ
ッ
と
と
ざ
ま
す
。
三
～
四

げ
て
お
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
一
度

吸
っ
た
水
分
は
、
そ
う
舶
単
に
蒸
発
し

ま
せ
ん
の
で
大
丈
夫
で
す
。

目

盛

り

ま

か

せ

は
　
タ
　
メ

米
の
質
や
好
み
に
合
わ
せ
て
炊
飯
器

の
水
か
げ
ん
を
調
節
す
る
の
も
、
お
い

し
い
ご
は
ん
を
炊
く
コ
ツ
で
す
。

一
般
的
な
水
か
げ
ん
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
普
通
米
を
洗
う
緬
の
米
の
容
量
の
2

あ
が
り
と
、
普
通
は
こ
こ
ま
で
で
す

が
、
こ
れ
で
は
，
焼
く
〟
が
抜
け
て
い

ます。
そ
こ
で
、
も
う
一
度
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

て
ご
ほ
ん
を
〝
焼
き
〟
ま
し
ょ
う
。

再
ス
イ
ッ
チ
後
3
分
ぐ
ら
い
で
自
動

的
に
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
ま
す
。
そ
の
後

1
0
～
1
5
分
ぐ
ら
い
蒸
ら
す
と
、
ふ
っ
く

ら
し
た
お
い
し
い
ご
は
ん
が
で
き
あ
が

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
よ
り
お
い
し

い
ご
は
ん
を
食
卓
へ
　
－
。
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10月18日、飯塚市陸上競技場で福岡県小学生走力記

録会（対象5・6年生）が行われました。遠賀町から

も広漠小学校の選手が出場し、18人が入賞しました。

広渡小学校では開校以来、毎朝15分間、体操やマラソ

ンを行っており、今回の入】卸お　日ごろの鍛練の賜物

と思われます。

昭和56年（1981年）

国際陪審昔年

図
くテーマ〉完全参加と平等

艶轟　政治学殺生研修会

10月16日遠賀中央公

民館で、中間市、遠賀

郡の政治学級生研修会

が行われました。当日

は、約140名、遠賀町

からも25名出席され、

活発な討論が行なわれ

ました。

しめたはず　し　ま　っ　たはずでも　もう一度

陸
上
競
技
　
入
　
　
質
　
陸
上
競
技

灘
嶽
轡
撥
撥
撥
犠
撥
鰭
㈲

「
習
い
性
」
と
い
う
百
薬
が
あ
る
が

真
に
晰
し
い
部
で
す
。
恵
ま
れ
た
環

魂
、
労
せ
ず
と
も
与
え
ら
れ
る
過
保
護

の
生
酒
に
そ
の
人
本
来
の
姿
ま
で
も
笑

わ
せ
ま
す
。
手
取
り
足
取
り
の
親
切
が

人
間
の
活
力
を
失
わ
せ
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
福
祉
を
辞
蕾
で
見
る
と
福
も
社

も
幸
福
吉
祥
箱
に
連
な
る
比
の
上
な
き

文
字
な
の
に
障
害
者
に
と
っ
て
真
実
の

福
祉
的
親
切
な
運
動
が
な
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。

美
食
も
三
日
す
れ
ば
美
食
で
な
く
な

る
し
、
保
護
も
や
が
て
は
慢
牲
化
し
て

し
ま
う
。
英
美
の
萬
び
と
は
：
つ
れ
し

い
思
い
で
心
中
に
楽
し
み
服
す
る
と
辞

酉
に
あ
る
。
周
囲
が
勝
手
に
幸
せ
は
人

間
生
活
の
競
争
浬
に
あ
る
と
思
い
通
い

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
醗

智
者
葎
な
れ
ば
自
分
の
周
囲
を
見
て
そ

の
中
で
ま
ず
何
を
成
す
べ
き
か
を
考
え

実
行
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
福
祉

が
比
較
と
、
所
有
に
あ
る
と
す
る
な
ら

ぱ
障
害
者
に
と
っ
て
「
物
」
「
金
」
「
体

」
　
「
櫛
威
」
何
一
つ
倭
と
す
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
世
界
は
、
哩
に
陣

嘗
者
の
み
な
ら
ず
健
康
な
人
で
も
次
の

瞬
間
は
敗
者
へ
の
通
を
選
ば
ね
は
な
り

ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
障
害
者
に
取
っ
て

は
檎
別
で
す
。
そ
こ
で
障
害
者
に
一
蕃

要
求
さ
れ
る
事
は
自
分
の
意
志
で
不
自

由
な
が
ら
も
行
動
で
き
る
喜
び
で
す
。

千
叢
万
別
の
陣
薯
の
中
で
、
ど
う
す
れ

ば
そ
の
人
に
と
っ
て
一
番
良
い
か
を
考

え
て
手
助
け
す
る
邦
が
も
っ
と
も
手
近

な
福
祉
運
動
と
思
い
ま
す
。
障
害
者
間

の
憩
志
行
動
の
交
流
、
心
の
持
ち
方
、

自
然
へ
の
性
係
を
い
か
に
啓
蒙
開
発
す

る
か
。
誰
を
唄
い
絵
を
描
き
て
心
を
温

た
め
嫁
に
す
る
友
と
な
る
人
が
一
人
で

も
多
く
な
る
部
を
望
み
ま
す
。
障
害
者

の
心
を
救
う
第
一
条
件
は
、
そ
の
人
の

心
を
肴
で
よ
う
と
す
る
人
側
愛
に
基
づ

い
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
た
だ
物
を

与
え
た
り
人
間
交
流
か
ら
逃
避
さ
せ
我

ま
ま
な
自
己
流
の
域
の
中
に
押
込
め
る

よ
う
な
部
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

と
か
く
、
閉
じ
が
ち
に
な
る
心
の
動

き
を
見
つ
け
て
、
花
に
見
る
柔
ら
か
さ

を
あ
じ
あ
わ
せ
、
美
し
き
を
労
え
さ

せ
、
少
し
で
も
自
分
の
心
に
依
っ
て
動

く
こ
と
の
喜
び
を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が

周
囲
の
人
達
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

部
で
す
。
障
害
者
に
も
繋
咄
な
気
特
で

接
し
て
欲
し
い
。
親
自
身
が
子
供
を
世

間
に
出
し
た
く
な
い
よ
う
な
気
指
が
あ

る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
子
供
に
対
す
る
我

ま
ま
で
す
。
健
や
か
な
る
人
も
そ
う
で

な
い
人
も
心
を
持
せ
合
っ
て
温
か
く
生

き
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

れ
が
私
共
の
福
祉
へ
の
貢
献
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
　
　
（
稿
峨
正
次
郎
）
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あきカンや　ゴミの不法投棄は　やめましょう

公
民
館
対
抗
一
般
整
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

1
0
月
1
8
日
（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
と
、
1
0
月
2
5
日
（
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）
そ
れ
ぞ
れ
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
鮨
某
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
般
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　
　
　
　
一
触
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
∴
勝
　
　
東
和
苑

準
優
勝
　
　
中
央
区

優
　
勝
　
　
東
和
苑

郵
優
勝
　
　
松
ノ
木

美
し
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り

標
語
募
集
の
結
果

遠
賀
町
商
工
会
で
は
、
町
内
小
中
学

生
よ
り
　
「
美
し
く
住
み
よ
い
街
づ
く

り
」
　
の
た
め
の
採
譜
を
募
集
し
ま
し

た
。
応
募
総
数
は
千
枚
を
越
え
、
審
査

の
結
果
次
の
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
部

○
浅
木
小
学
校
一
年
み
よ
し
と
お
ろ

う
つ
く
し
い
ま
ら
は

ひ
と
り
ひ
と
り
の
心
が
け

○
広
渡
小
学
校
　
二
年
　
そ
か
び
ろ
こ

ビ
ニ
ー
ル
か
い
じ
ゅ
う
ガ
ン
か
い
じ

ゆ
う
み
ん
な
で
た
い
じ
し
て
気
持
の
よ

い
町小
学
校
上
学
年
の
部

○
浅
水
小
学
校
　
四
年
　
中
原
た
か
み

あ
き
か
ん
を
す
て
る
そ
の
手
を

拾
う
手
に

○
流
木
小
学
校
　
五
年
　
松
本
み
わ

あ
っ
／
お
じ
さ
ん
が
重
力
ン
を

あ
っ
／
お
ば
さ
ん
が
か
み
く
ず
を

し
っ
か
り
見
て
る
よ
　
ぼ
く
た
ち
は

中
学
生
の
部

○
遠
賀
中
学
校
　
二
年
　
岩
崎
雅
平

ゴ
ミ
一
つ
拾
う
心
が
衝
づ
く
り

○
遠
賀
中
学
校
　
三
年
　
田
村
信
也

衝
づ
く
り
郷
土
を
愛
す
る
心
か
ら

こ
れ
ら
の
作
品
は
福
岡
県
商
工
会
連

合
会
に
送
ら
れ
、
浅
木
小
学
校
一
年
み

よ
し
と
お
ろ
君
の
作
品
は
佳
作
、
浅
木

小
学
校
五
年
松
本
み
わ
さ
ん
は
、
優
秀

作
品
に
選
ら
ば
れ
ま
し
た
。

灸
ポ
ィ
す
て
は
や
め
よ
う
＞

ふ

る

さ

と

ク

リ

ー

ン

作

戦

終

わ

る

台
一
杯
に
な
る
有
様
で
い
か
に
ポ
イ
捨

て
が
多
い
か
あ
ら
た
め
て
び
っ
く
り
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
投
げ
捨
て
の
多

い
場
所
は
浅
木
か
ら
木
守
地
区
の
西
川

添
い
の
堤
防
で
草
む
ら
の
中
に
空
カ
ン

狸
ビ
ン
な
ど
お
ど
ろ
く
程
多
く
、
地
区

公
民
餌
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
昼
ま
で

I
C
は
4
1
事
一
台
、
2
1
車
一
台
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
四
台
分
の
回
収
を
し
ま
し

た
。
協
力
い
た
だ
い
た
広
渡
、
遠
賀

川
、
治
松
、
士
別
肺
の
公
民
館
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
0
月
1
8
日
（
口
）
臨
工
会
評
軍
部
は

一
都
地
区
公
民
館
と
共
に
ふ
る
さ
と
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
し
た
。
背
年
部

は
午
前
6
時
0
0
分
に
役
場
的
に
集
合

し
、
県
道
芦
屋
宮
田
線
を
南
北
の
二
班

に
分
け
て
広
渡
ロ
ー
タ
リ
ー
地
区
の
空

カ
ン
を
中
心
に
回
収
を
し
ま
し
た
が
、

道
路
わ
き
の
草
む
ら
に
は
、
車
か
ら
扱

げ
捨
ら
れ
た
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
等
の
空
カ

ン
が
あ
っ
と
い
う
間
に
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

た
ば
こ
消
費
税
は

暮
ら
し
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
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毎　日　が　防　火　デ　ー　で　す　ぼ　く　の　家

引
っ
越
し
先
の
土
地
で
、
身
に
覚
え
の
な
い
非
難
、
中
傷
を
受
け
る
が
…
…

（問）

昨年、

主
人
の
語

勤
で
今
の
住
ま
い
に

越
し
て
き
た
の
で
す

が
、
い
ま
だ
に
、

何
か
に
つ
け
，
日
ソ

者
〟
扱
い
さ
れ
、
近

所
の
行
事
に
誘
わ
れ

な
い
ば
か
り
で
な

く
、
一
部
の
人
か
ら

身
に
鍵
え
の
な
い
非
難
や
中
傷
を
浴

び
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
子
供
た

ち
も
友
達
が
で
き
な
い
ら
し
く
、
最

近
で
は
、
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と

言
い
出
す
始
末
で
す
。
こ
う
し
た
船

み
を
相
談
で
き
る
柏
手
も
な
く
、
ホ

ト
水
卜
困
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
。

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

親
子
間
の
蔑
見
の
ス
レ
適
い
に
よ
る

断
絶
か
ら
、
婦
人
・
障
害
者
・
同
和

問
題
に
空
ろ
ま
で
、
様
々
な
人
間
関

係
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

ます。こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
も

も
と
は
と
言
え
ば
、
人
間
関
係
の
最

低
限
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
9さ
て
、
こ
う
し
た
人
間
関
係
に
ま

と
い
う
笠
要
な
住
専
を
行
う
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
の
選
任
に
も
慎
重
な
方

法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
市
区
町
村
長
が
韻
会
の
意

見
を
聞
い
て
、
住
民
の
中
か
ら
人
格

識
見
が
高
く
、
広
く
社
会
の
美
綺
に

通
じ
、
人
権
の
擁
護
に
深
い
理
解
の

あ
る
人
を
候
補
者
と
し
て
法
務
大
臣

に
推
薦
し
ま
す
。
法
務
大
臣
は
、
そ

の
候
補
者
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
弁

護
士
会
及
び
都
道
府
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
の
愚
見
を
聞
い
た
上
で
、

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

（答）

「
十
人
十
色
」
と
い
う

書
架
が
あ
る
よ
う
に
、
人

は
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
や
価
値
観
が
違

い
ま
す
。
こ
う
し
た
〟
遠
い
〟
を
お
互
い
に

認
め
合
い
な
が
ら
円
満
で
豊
か
な
人

間
関
係
を
築
く
に
は
、
わ
た
し
た
ら

皆
が
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
最
低

限
の
，
ル
ー
ル
〟
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
互
い
に
柏
手
に
対
す
る

偏
見
や
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

理
解
と
協
力
の
姿
勢
で
話
し
合
う
こ

と
で
す
。

つ
ね
る
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
方

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て

人
種
擁
艶
委
員
と
い
う
制
度
が
あ
り

ます。人
権
擁
護
委
員
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
中
で
、
ご
質
問
の
ケ
ー
ス

の
よ
う
な
人
権
問
題
の
相
談
に
応
じ

た
り
、
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
事
件

な
ど
の
調
査
を
す
る
人
　
－
　
い
わ
ば

円
満
で
壁
か
な
人
間
関
係
を
守
り
、

ま
た
築
い
て
い
く
た
め
の
良
き
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
言
え
ま
す
。

こ
の
人
権
撹
畿
委
員
は
、
態
法
が

保
障
す
る
韮
木
的
人
権
を
撹
謹
す
る

適
任
者
を
人
権
擁
護
委
員
に
委
騙
し

ます。こ
う
し
て
選
ば
れ
た
人
権
擁
護
委

員
は
、
現
在
全
国
で
一
万
一
千
五
百

人
　
（
う
ち
婦
人
委
員
一
千
四
百
余

人
）
。
受
け
付
け
ろ
相
談
の
内
容
も

家
庭
内
、
学
校
内
で
の
問
題
か
ら
、

借
地
、
借
家
の
ト
ラ
ブ
ル
、
隣
近
所

と
の
も
め
ご
と
や
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

問
題
ま
で
と
幅
広
く
、
昨
年
一
年
間

の
相
談
件
数
は
全
国
で
約
三
十
五
万

件
に
も
選
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
全
国
の
法
務
局
、
地
方

法
務
局
と
そ
の
支
局
で
毎
日
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
区
町
村
役
場
や

デ
パ
ー
ト
な
ど
で
時
々
開
か
れ
る
特

設
人
権
相
談
所
の
は
か
、
人
権
擁
護

委
員
の
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

遠
賀
町
人
権
擁
瞳
要
員

o
柴
田
　
関
氏
　
　
今
古
賀

o
信
行
雪
鴻
氏
　
　
鬼
　
津

〟
住
み
良
い
社
会
は
、
人
の
和
か

ら
．
　
－
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
暖
に

人
権
撹
謹
委
貝
を
訪
ね
て
み
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

次
回
は
、
「
債
務
不
履
行
と
不
法

行
為
⑪
」
で
す
。

一
段
と
寒
さ
が

き
ー
ぴ
し
く
な

り
、
空
気
は
乾

燥
し
、
凪
も
強

く
、
い
わ
ば
火

災
シ
ー
ズ
ン
の

「
本
番
」
と
も

い
え
る
「
危
険

な
季
節
」
に
入

h
ノ
ま
し
た
。

今
回
の
火
災

予
防
運
動
は
、

「
毎
日
が
、
防

火
デ
ー
で
す
、

ぼ
く
の
察
し
を

統
一
韻
語
と

し
、
火
災
多
発

期
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
住
民

一
人
一
人
の
防

火
意
識
の
向
上
を
図
り
火
災
に
よ
る
人

命
及
び
財
産
の
損
失
を
防
止
す
る
謡
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
こ
の
期
間
中
、
午
前
7
時
と
午

後
8
時
の
2
回
に
わ
た
り
、
役
場
の
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
を
、
各
一
分
間
づ
つ
行
な

い
ま
す
。
ま
た
、
郡
内
消
防
団
に
よ
る
、
防
火

パ
レ
ー
ド
を
u
月
2
9
日
（
日
限
日
）
に

行
な
い
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
巡
回
コ
ー
ス
は
、
岡
垣
町

－
芦
屋
町
－
水
巻
町
－
遠
質
町
の
巡
に

行
な
い
ま
す
。
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み　ん　な　の　協　力　で　火　災　の　な　い　町　を

商
家
天
満
宮

－
　
遠
賀
川
駅
の
西
方
声
盤
か
ら
こ

揚
程
の
高
屋
天
神
の
祭
礼
に
兄
が
四
、

五
人
の
友
人
と
参
詣
し
た
時
、
私
も
無

理
に
連
れ
て
行
っ
て
貰
っ
て
、
帰
り
に

は
歩
け
な
く
な
っ
て
見
違
の
厄
介
に
な

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
　
－

こ
れ
は
「
松
本
健
次
郎
旧
懐
談
」
と

い
う
本
の
一
節
で
あ
る
。

㈲　松の本の人家を離れ、なおも川

の
土
手
は
右
に
曲
り
、
左
に
折
れ
て
間

も
な
く
今
古
賀
で
あ
る
。
こ
こ
で
又
戸

助
川
を
二
度
程
渡
り
、
行
満
寺
の
緬
を

過
ぎ
、
鹿
児
島
線
の
踏
切
り
を
通
り
前

家へ。
一
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
石
段
を
登
る

と
、
参
道
を
薙
ぐ
よ
う
に
銀
杏
の
黄
葉

参
詣
に
集
る
人
は
近
郷
近
在
か
ら
続

い
た
も
の
で
あ
る
。
夜
店
の
ガ
ス
焔
の

匂
い
が
智
閏
の
木
立
を
ぬ
ら
し
、
若
い

人
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
流
れ
る
。

秋
の
お
宮
日
に
さ
き
が
け
て
九
月
二
十

四
田
鶴
さ
れ
る
こ
と
も
、
人
々
の
祭
り

心
を
さ
そ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

商
家
天
満
宮
に
詣
で
て
思
い
出
す
こ

と
は
、
明
治
維
新
の
頃
の
こ
と
、
勤
王

の
志
士
ら
と
心
を
合
せ
て
行
動
し
た
野

繚
撥
頭
で
覚
え
る
よ
。
体
で
覚
え
よ
う
／

憑
縁
語
　
　
　
防
火
訓
練

明
治
初
年
頃
の
こ
と
で
安

川
松
本
両
家
は
芦
屋
に
住

ん
で
、
西
川
の
東
谷
炭
抗

を
経
営
し
、
石
炭
は
西
川

を
船
で
芦
屋
に
出
し
、
関

西
方
面
へ
送
っ
て
い
た
。

芦
屋
か
ら
商
家
へ
は
何

処
を
通
っ
て
行
っ
た
の
か

古
老
に
聞
い
て
そ
の
道
を

た
ど
る
こ
と
に
し
た
。

村
塾
東
尾
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
の
宮
司
上
野
家

の
納
屋
に
、
ひ
と
と
き
隠

れ
て
い
た
こ
と
も
聞
か
さ

れ
、
こ
と
に
こ
の
宮
が
、

文
の
神
さ
ま
で
あ
り
望
東

も
ま
た
歌
人
と
し
て
の
名

も
高
か
っ
た
こ
と
を
思
う

の
で
あ
っ
た
。
地
元
に
残

っ
て
い
ろ
塑
東
の
歌
を
口

ず
さ
み
な
が
ら
急
な
坂
を

高
疾
町
か
ら
西
川
尻
の
苦
の
多
い
土

手
に
出
て
、
堂
塔
寺
の
下
か
ら
若
松
の

集
落
を
通
り
、
住
吉
神
社
横
の
前
川
を

渡
り
、
更
に
戸
助
川
を
渡
り
松
の
本

へ
。
通
の
両
側
は
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

革
の
黄
色
か
つ
づ
く
。

一
面
の
稲
田
は
黄
金
の
波
が
、
見
渡

す
か
ぎ
り
の
空
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
で

ある。

が
目
に
と
び
こ
ん
で
く
る
。
二
の
鳥
居

の
附
近
は
お
び
た
だ
し
い
落
梁
だ
。
そ

れ
に
混
っ
て
銀
杏
の
実
が
た
く
さ
ん
落

ち
て
い
る
。
踏
ん
で
歩
く
の
も
気
に
か

か
る
よ
う
で
あ
る
。

昔
か
ら
天
満
宮
の
祭
典
は
大
変
に
に

ぎ
わ
っ
た
も
の
で
、
参
道
の
両
側
に
は

い
ろ
い
ろ
な
夜
店
が
並
び
、
神
社
の
横

の
山
際
で
は
芝
居
が
催
さ
れ
た
。

く
だ
る
。

山
桜
や
ま
と
心
の
活
け
れ
ば

散
る
も
開
く
も
は
ば
む
な
く
し
て

夏
山
の
松
は
老
木
も
な
か
り
け
り

た
だ
わ
か
み
ど
り
の
ぷ
ば
か
り
に
て

（
片
山
花
御
史
）

ー
※
　
い
つ
も
な
ら
飾

生
月
当
日
自
評
、
、
l
　
単
に
で
き
る
こ
と

で
も
、
い
ざ
火
災
に
は
る
と
あ
わ
で
て

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

お
ぎ
な
う
の
は
、
ふ
だ
ん
の
訓
練
で

す。
訓
練
を
し
て
体
で
労
え
て
お
け
ば
、

あ
わ
で
て
い
て
る
反
射
的
に
行
動
が
で

き
、
あ
な
た
の
家
と
い
の
ち
を
、
恐
し

い
火
災
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ふ
だ
ん
か
ら

▽
自
分
が
な
に
を
す
れ
ば
よ
い
か
知
っ

て
お
く
。

▽
訓
練
の
内
容
を
ふ
だ
ん
か
ら
研
究
し

て
お
く
。

▽
2
人
以
上
で
行
動
す
る
と
き
は
、
お

互
い
に
協
力
し
あ
う
。

※
訓
練
は
真
剣
に

火
災
は
あ
な
ね
の
幸
せ
を
一
瞬
の
う

ち
ほ
う
ぼ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
幸

せ
を
守
る
訓
練
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り

が
英
剣
に
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

※
通
報
訓
練

い
ざ
火
災
に
な
る
と
自
分
の
家
の
所

在
す
ら
言
え
な
く
な
る
ほ
ど
あ
わ
て
て

し
ま
う
の
で
余
暇
を
み
て
家
族
み
ん
な

で
通
報
訓
練
を
し
て
み
る
。

※
消
火
訓
練

防
火
協
会
や
消
防
署
が
実
施
す
る
訓

練
に
参
加
し
、
消
火
活
動
の
自
信
を
高

め
て
お
く
。

※
避
難
別
様

▽
避
難
器
具
（
ロ
ー
プ
や
ハ
シ
ゴ
）
や

物
干
ざ
お
、
シ
ー
ツ
な
ど
を
利
用
し
て

実
際
に
訓
練
し
て
み
る
。

▽
老
人
や
子
供
の
い
る
家
庭
や
そ
の
近

所
の
家
で
は
、
避
難
方
法
を
話
し
あ
い

訓
練
す
る
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
9
月
ま
で
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松ノ木（広淡58番地の5）
よう∴こ

田中陽子ちゃん

（議さんの次女）
昭和56年4月4日生

誕生以後、発育が1カ
月程ペースが早く、とて

も元気で家の中を所狭し
と動きまわっています。

このまま槌康で明る

く、やさしい子に成長す
ることを願っています。

尾崎281番地
7ごいす（）

松井　大輔くん

（ひ営みさんの長男）
昭和55年12月18日生

僕、淋しかりやなので
だれか側にいないとすぐ

泣くんだよ。

今一番好きな遊びは、
すべり台をすべる方から

登ること。大きくなった
ら小友会に入ろうかな。

▽
そ
の

他

別府3634番地

内野真代ちゃん

（辣さんの次女）
昭和56年2月24日生

何にでもつかまって立
ちますので、目がはなせ
ません。お兄ちゃんと一
緒の毎日で、おてんばさ
んに成りそうです。可愛
いい笑顔を、いつまでも

忘れない子に育ってほし
いと願っています。

の差写　　　広名　さ　一
おし其掲軍報20れ年
子あ　と　職英紙　日　だ未
さ　け、し　はにのは満
ん　ま1割∵た後掲涌かの
のす刷赤目職印　き　赤
番　○使ち、しでかち
で12用　や扱ま締　ら　や
す月　しん影す切毎ん
よ　はたにに　o　り　回で
○“顔は伺　　、2　す

あ凸’い　　認名　●
な版締ま　　月（応
だ　を念す　　の　4　募

不要犬の引き頂りは、遠賀保健所093（201）4161へどうぞ

僚
艦
産
圃
山
笠
の
無
暗
診

緯
線
∴
器
受
瑞

予
防
接
種
に
関
す
る
詳
細
は
、

広
報
1
0
月
2
5
日
号
を
ご
覧
下
さ
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▽
期
　
間
　
1
0
月
1
9
日
～
日
月
2
1
日

三
種
混
合
　
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百

目
せ
き
、
破
傷
風
）

▽
接
極
目
　
Ⅱ
月
2
7
日
（
金
）

1
2
月
1
8
日
（
金
）

麻
疹
（
は
し
か
）

▽
期
　
間
　
1
0
月
上
旬
～
5
月
下
旬

乳
ガ
　
ン
検
診

▽
期
　
日
　
Ⅱ
月
徳
目
（
水
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
機
）

▽
対
象
者
　
刑
内
任
住
の
婦
人

Ⅱ
月
1
2
日
よ
り
保
健
衛
生

係
の
窓
口
で
開
始
し
ま
す

（
飯
詰
で
も
可
）

妊
　
婦
　
相
　
談

会
誓
言

㊥
鳩
　
目

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
内
　
蓉

▽
料
　
金

㊨
期
　
日

▽
時
∴
削

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
蓉

▽
料
　
金

日
月
1
7
日
（
火
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

中
央
公
民
館

妊
産
婦

離
乳
食
料
理
実
習

家
族
計
画

無
料
日
月
2
4
日
（
火
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

新
生
児
の
扱
い
方

沐
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

無
料

昭
和
訂
年
度
自
治
医
科

大
学
学
生
募
集

▽
撰
集
人
員
　
1
0
0
名

▽
試
験
日
　
昭
和
5
7
年
1
月
2
4
日

▽
頓
謡
提
出
日昭
和
5
7
年
1
月
8
日
－
1

月
1
6
日
ま
で
必
着

詳
細
は
、
福
岡
県
衛
生
部

医
務
課
∴
成
語
0
9
2

（
6
5
1
）
1
1
1
1
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

乳
　
児
　
相
　
談

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
参
加
者
募
集

Ⅱ
月
分
（
1
0
日
号
・
2
5
日
号
）
　
の

応
募
者
は
5
名
で
し
た
。
今
回
3
名

籍
目
撃
で
2
名
掲
載
し
ま
す
。

1
2
月
分
の
掲
職
応
舜
者
は
、
今
月

2
0
日
ま
で
に
、
官
製
は
が
き
に
住
所

・
父
母
の
氏
名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

と
生
年
月
日
・
砥
話
番
号
を
書
い
て

遠
賀
町
役
場
庶
務
課
「
元
気
な
赤
ち

ゃ
ん
」
宛
お
出
し
下
さ
い
。
対
象
は

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
∴
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

日
月
1
6
日
（
月
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
柳
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
0
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定
、

離
乳
食
等
の
相
談

無
料
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遠賀霊園好評廠亮申

▽　▽

属　名
出
先称

◎　▽　　　　▽　▽　　◎　▽
所　届　　　　属　名　　所　属
在出　　　田　　　在田
地期　　　先弥∴∴地期
限　　　　　　　　　　　限

外から帰ったら　かぜの予防にうがいをしましょう

国
高
血
圧
I
1
－

保
温
に
十
分
注
意
を

寒
さ
は
高
血

圧
の
〝
敵
〟
－

日
月
－
～
－
こ
れ
か
ら
日
増
し
に
寒

く
な
り
ま
す
。
高
血
圧
の
方
は
、
体

温
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

冷
え
や
寒
さ
は
血
管
（
動
脈
）
を

収
縮
さ
せ
、
血
液
の
流
れ
を
悪
く
し

ます。心
臓
は
、
血
液
を
全
身
に
送
り
底

ど
の
保
温
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
歩
、
楼
蘭
的
な
保
温
対
策

と
し
て
、
適
度
な
迎
動
と
乾
布
睦
懐

を
お
す
ず
め
し
ま
す
。

通
勤
は
、
自
分
の
体
力
を
考
え
て

無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
、
た
と
え

ば
ラ
ジ
オ
体
操
や
散
歩
な
ど
、
毎
日

一
定
時
間
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す。

げ
ろ
ポ
ン
プ
の
役
目
を
し

て
い
ま
す
が
、
血
液
の
流

れ
が
悪
く
な
る
と
、
心
臓

は
そ
の
分
よ
け
い
に
圧
力

を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
態

を
高
血
圧
と
い
い
ま
す
。

高
血
圧
は
心
臓
に
負
担

連
動
は
一
時
的
に
血
圧

を
上
げ
ま
す
が
、
体
に
無

理
で
な
い
限
り
血
管
の
緊

張
を
ほ
ぐ
し
、
血
圧
を
下

げ
る
作
用
を
し
ま
す
。
し

か
し
、
突
然
、
思
い
出
し

た
よ
う
に
激
し
い
運
動
を

す
る
の
は
古
書
あ
っ
て
一

を
か
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
動
脈

硬
化
を
促
進
し
、
脳
卒
中
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

寒
さ
は
高
血
圧
の
〝
敬
〟
と
心
得

て
、
保
温
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し

よ
こ
ノ
。外

出
時
は
、
一
枚
余
分
に
重
ね
諸

を
す
る
と
か
、
帽
子
や
襟
巻
き
を
身

に
つ
け
る
な
ど
キ
メ
細
か
な
心
通
い

が
必
要
で
す
。

室
内
は
、
ど
こ
も
一
定
の
温
度
に

し
て
お
く
の
か
理
想
的
で
、
と
く
に

台
所
や
ト
イ
レ
、
ふ
ろ
の
脱
衣
場
な

利
な
し
　
－
　
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

一
方
、
乾
布
蟻
燦
は
タ
オ
ル
な
ど

を
使
っ
て
、
心
臓
に
遠
い
手
足
か
ら

徐
々
に
心
臓
部
に
向
け
て
皮
膚
の
表

面
を
こ
す
り
ま
す
。

5
分
間
な
ら
5
分
間
、
毎
日
欠
か

さ
ず
長
期
間
続
け
る
と
、
寒
さ
に
対

す
る
抵
抗
力
が
つ
き
、
少
々
の
寒
さ

に
も
血
圧
は
ピ
ク
と
も
し
な
く
な
り

ます。寒
さ
に
負
け
な
い
体
力
づ
く
り

を　－　。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
届
出
期
限

▽
所
在
地

昭
和
5
0
年
1
2
月
2
1
日

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南

区
大
字
長
野
1
6
0
6
番

地長
野
鶉
地

北
九
州
市
小
倉
北
区
室
町

1
丁
目
1
番
1
号
　
小
倉

▽
名
　
称

▽
届
出
先

関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ
い

◎
所
荘
地
∴
徽
島
県
那
賀
郡
鷲
敷
町
大

字
中
山
6
8
の
1
番
地

▽
届
出
先
　
徳
島
県
那
賀
郡
相
生
町
吉

野
字
弥
は
が
え
6
4
－
1

徳
島
県
相
生
土
木
部
落
所

用
地
課
（
能
謡
0
8
8
4

6
（
2
）
0
0
6
9
）

北
区
役
所
内
田
別
館
北
九

州
市
土
地
開
発
公
社
（
偶

語

0

9

3

（

5

8

2

）

4

1
0
0
）

昭
和
紡
年
1
2
月
2
8
日

干
菜
県
流
山
晴
上
新
宿
宇

宿
後
3
3
1

上
新
楷
共
同
製
地

千
薬
県
流
山
市
平
和
台
1

の
1
の
1
　
流
山
市
経
済

預
碗
部
整
備
課

昭
和
5
0
年
1
2
月
1
5
日

兵
庫
県
饗
父
郡
八
鹿
町
下

締
現
字
竹
ケ
端
5
3
2
番

地
、
5
3
4
番
地
、
5
3

▽
届
出
期
限

◎
所
在
地

▽
名
　
弥

▽
届
出
先

▽
届
出
期
限

6
番
地

竹
ケ
瑞
鶉
地

兵
庫
県
遜
父
郡
八
鹿
町
下

網
場
3
2
0
番
地
　
兵
庫

県
八
鹿
土
木
専
務
所
用
地

課
（
惑
詣
0
7
9
6
6

（
2
）
2
1
2
6
）

兵
庫
県
餐
父
郡
八
鹿
町
八

鹿
1
6
7
5
番
地
　
八
鹿

町
役
場
開
発
振
興
課
（
寓

話

0

7

9

6

6

（

2

）

3

1
6
1
）

昭
和
5
0
年
日
月
2
0
日

佐
賀
県
杵
島
郵
江
北
町
大

学
下
山
日
宇
五
本
松
電
笠

9
7
4
番
出

端
髄
寺
韮
地

佐
賀
県
杵
島
郡
江
北
町
大

字
下
山
田
2
0
7
番
地

武
宮
邦
蓼
∴
簡
話
0
9
5

2

8

6

（

2

3

2

1

）

昭
和
5
6
年
日
月
0
0
日

i
曇
∴
輩
二
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11月下期の遠賀町主要行事

日 �曜I行∴郵∴内∴容 ��時　　間 ��実施会場 �担当課名 �目的及び主潮象等i備考 

1 10月19副 ��ィンフルエンザ【蛾の診灘崎 ���I i i 町内の医院1 1 1 1 �住　民　課 �i 詳細は 

）！ 11月2甲 ��　　　　「 予防接穂実施［古 �関内　　　i ���� �12ページ 

i �乳　　児　　相　　談 ��9 �30－10：30； �　i 役場保健室 �住　民　課 �生後0－6カ月児　匿ジ 

9 �　1 30－　中央公民館 �� �　　　1 婦人学級生　　し 両　大　学∴級 

17 �生　駒　相　中 ���30－15：00 �中央公民館 �住　民　課 �∴：∴∴∴「∴ 
く 黒目 1 �木 �諸　大　学i 　　　　l �10 �00－ �中央公民館 � �審大学生 �i i 

i 中火 �� �9 �30 �役場保健室 �i �稚児の扱い方　陣ジ 蒜蒜料でl 

心　配　こ　と　柏　骸 � ��公民館別館 �福　祉　課 

1 2日 �水 �乳ガン検診函00一13：3。 ���中央公理i �）住民課 �定員50名です �詳細は 12ページ 

27 �金 �ろ懇談会 �10：00－丁言云館 ��� �町内住民　I 
中央公民館 �住　民　票 �接穂申込みは1週間前から 前日まで生後独一48カ月 �詳細は 

競　　　　　　12ページ 
28 （ 29 �土 日 � �9：00－ ��中央公民館 �同会教醐 i �町内住民鰐驚中盤ジ 

29 �日 � � �00－15：00 �郡内一円 �庶　務∴課 �：∴∴∴二言 ，搬瓢学校3年以上犀ジ 
リング大会 �2 �30－ �第二武道場 小敷地内） � 

お出かけは　　ひと声かけて　　カ　ギかけて

遠

賀
郡

農

業
祭

へ

ど

う
ぞ

今
年
も
遠
賀
郡
座
業
祭
が
、
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

遠
賀
町
か
ら
も
多
数
の
出
品
、
出
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

▽
と
　
き
　
　
日
月
2
3
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

午
前
9
時
0
0
分
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
水
巻
町
役
場
横
広
場
・
水
巻
町
民
会
館

∇
行
　
商
－
∴
∴
農
畜
産
物
共
進
会
と
即
売
、
横
木
、
苗
木
販

売
、
演
芸
会
、
鮮
魚
即
売
、
農
機
具
等
展
示

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
等
。

旧
倍
に
た
ぬ
き
が
出
現
〃

旧
任
の
原
田
正

人
さ
ん
宅
韻
の
側

減
に
た
ぬ
き
が

現
わ
れ
ま
し
た
。

発
煙
筒
を
た
い
た

り
、
約
2
時
間
の

騒
動
後
、
捕
獲
さ

れ
て
広
漠
小
学
校

の
飼
育
室
に
住
居

を
榔
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

早
く
も
児
童
達
の

ア
イ
ド
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。


